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瞻
仰
尊
顔
（
せ
ん
ご
う
そ
ん

げ
ん
）…
法
華
経
の
一
節
。お

人
柄
を
敬
い
慕
い
仰
ぐ
こ
と

写
真
・
文

福
田
徳
衍

「
あ
と
み
よ

そ
わ
か
」

お
経
の
文
言
で
は
な
い
。

明
治
の
文
学
者
で
第
一
回
文
化
勲

章
の
幸
田
露
伴
が
口
癖
の
お
ま
じ
な
い
だ
っ
た
。

「
も
う
い
い
と
思
っ
て
も
、
も
う
一
度
、
呪
文
を
唱
え
て
見
直

し
な
さ
い
」

露
伴
の
娘
の
幸
田
文
さ
ん
が
１４
才
で
雑
巾
掛
け
や
は
た
き
、

箒
の
扱
い
方
な
ど
掃
除
の
稽
古
を
つ
け
ら
れ
た
と
『
父

こ
ん

な
こ
と
』（
新
潮
文
庫
）
に
記
し
て
い
る
。

大
の
つ
く
露
伴
フ
ァ
ン
だ
っ
た
私
の
父
は
、
寺
の
本
堂
の
雑

巾
掛
け
か
ら
ま
る
ご
と
本
の
記
述
通
り
に
仕
込
み
た
か
っ
た
ら

し
い
。

「
バ
ケ
ツ
の
水
は
６
分
目
、
雑
巾
を
ゆ
す
ぐ
に
は
ま
ず
水
を
包

む
よ
う
に
し
て
」

「
バ
ケ
ツ
の
ふ
ち
に
沿
っ
て
絞
っ
た
手
を
拭
う
」

が
、
生
半
可
な
や
ん
ち
ゃ
で
は
な
か
っ
た
私
だ
っ
た
か
ら
、
万

事
半
分
は
聞
い
て
い
な
い
。
し
か
し
、
弟
子
は
跡
取
り
息
子
の

私
し
か
居
な
い
か
ら
、
本
堂
の
濡
れ
縁
の
雑
巾
掛
け
す
る
た
び

に
「
あ
と
み
よ

そ
わ
か
」
と
気
合
い
を
掛
け
ら
れ
た
。

掃
除
機
で
は
部
屋
、
出
入
り
口
の
カ
マ
チ
の
隅
々
ま
で
掃
除

は
行
き
届
か
な
い
。
い
ま
に
な
っ
て
も
拙
宅
の
雑
巾
掛
け
は
私

の
役
目
に
な
っ
て
い
る
（
家
族
は
眉
を
ひ
そ
め
て
い
る
…
）。

父
の
仕
込
み
が
身
に
染
み
込
ん
で
い
る
ら
し
い
。

障
子
に
は
た
き
を
掛
け
る
、
箒
で
は
い
た
ホ
コ
リ
を
左
手
で

ほ
と
ほ
と
叩
く
な
ど
の
力
加
減
に
年
寄
り
は
や
か
ま
し
か
っ

た
。
露
伴
が
娘
の
前
で
や
っ
て
見
せ
た
は
た
き
遣
い
や
雑
巾
が

け
は
歌
舞
伎
の
所
作
事
を
見
て
い
る
よ
う
な
見
事
さ
だ
っ
た
と

記
述
し
て
い
る
。
が
、
き
ょ
う
び
、
家
庭
か
ら
は
は
た
き
や
箒

は
姿
を
消
し
た
と
み
え
る
。

「
あ
と
み
よ

そ
わ
か
」
は
む
し
ろ
新
聞
社
勤
め
の
こ
ろ
、

ひ
と
仕
事
終
え
た
あ
と
に
念
仏
の
よ
う
に
思
い
返
し
て
い
た
。

主
に
『
週
刊
朝
日
』
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、
締
め
切
り
を
過

ぎ
、
出
稿
、
印
刷
、
製
本
さ
れ
、
発
売
直
後
に
読
者
や
関
係
者

か
ら
誤
り
の
指
摘
や
抗
議
を
受
け
る
と
、
思
わ
ず
首
を
す
く
め

口
ず
さ
む
。

創
刊
１
０
１
年
目
を
迎
え
た
そ
の
週
刊
誌
も
今
月
、
休
刊
す

る
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
だ
が
関
わ
っ
た
１８
年
間
の
反
省
を
込
め

て
。写

真
は
１
９
８
０
年
代
、
東
塔
大
書
院
入
り
口
に
そ
び
え
て

い
た
老
杉
だ
。
今
で
は
、
大
樹
の
切
り
株
も
残
っ
て
い
な
い
。

「あとみよ そわか」

下
の
二
つ

の
絵
を
見
く

ら
べ
て
、
五

つ
の
ち
が
い

を
さ
が
し
て

下
さ
い
。

三
名
の
方
に

記
念
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
解
答
送
り
先
】
〒
５２０
�
０１１６

大
津
市
坂
本
本
町
４２２０

比
叡
山
延
暦
寺
内

「
比
叡
山
時
報
ク
イ
ズ
係
」

※
令
和
５
年
５
月
３１
日
締
切

り
で
す
。

ハ
ガ
キ
に
答
え
と
時
報
に
対

す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を
必

ず
書
い
て
お
送
り
下
さ
い
。

当
選
者
の
発
表
は
記
念

品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

俳
壇

・
灌
仏
の
乾
く
間
の
な
き

一
日
か
な

―
―
大
分
・
廣
瀬
邦
照

・
旧
節
句
ま
で
と
重
ね
て

兜
出
し

―
―
山
形
・
後
藤
寉
台
子

・
三
千
号
記
す
賞
状
卒
業
す

―
―
滋
賀
・
山
村
修
三

・
検
定
日
さ
く
ら
満
開

兆
し
佳
し

―
―
滋
賀
・
堀
井
千
恵
子

・
待
ち
焦
が
れ
根
本
中
堂

薫
風

―
―
滋
賀
・
八
里
舟
月

歌
壇

・
し
と
ど
降
る
雨
に
も

桜
は
王
道
か
退
院
の
日
は

早
ま
る
と
聞
く

―
―
茨
城
・
ひ
ま
わ
り

・
早
朝
に
比
叡
の
峰
よ
り

見
下
ろ
せ
ば
光
り
輝
く

琵
琶
湖
の
湖
面

―
―
滋
賀
・
中
井
和
代

・
青
も
み
じ
ま
み
え
し
比
叡

水
筒
の
音
を
リ
ズ
ム
に

足
取
り
軽
く

―
―
滋
賀
・
恵
弘

・
先
人
の
植
え
た
る
桜

満
開
に
御
詠
歌
唱
え
る

花
ま
つ
り

―
―
埼
玉
・
吉
敷
光
代

（
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
投
句
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
文
字

は
楷
書
で
は
っ
き
り
書
い
て

い
た
だ
か
な
い
と
掲
載
で
き

ま
せ
ん
）
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比
叡
の
峰
の
中
で
も
特
に

静
寂
の
地
と
な
る
横
川
の
元
三
大
師
堂
（
四
季
講
堂
）
で

は
、
春
の
陽
光
で
新
緑
の
映

え
る
４
月
１８
日
、
山
田

能
裕
探
題
大
僧
正
を
導

師
に
、
慈
恵
大
師
御
影

供
が
営
ま
れ
た
。

法
要
は
、
比
叡
山
延

暦
寺
「
中
興
の
祖
」
と

称
さ
れ
る
第
１８
世
天
台

座
主
慈
恵
（
元
三
）
大

師
良
源
（
９
１
２
〜
９

８
５
）
へ
の
報
恩
と
感

謝
の
誠
を
捧
げ
る
も
の

で
、
午
前
１１
時
１５
分
か

ら
勤
め
ら
れ
た
。

法
要
で
は
先
ず
信
徒
代
表

ら
が
手
ず
か
ら
餅
や
果
物
な

ど
の
供
物
を
お
供
え
す
る
伝

供
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
延
暦

寺
僧
侶
に
よ
り
約
１
時
間
を

か
け
て
、
大
師
の
生
涯
を
讃

え
る
声
明
が
独
特
の
拍
子
と

旋
律
で
唱
え
ら
れ
た
�
写

真
。

法
要
中
に
は
「
日
本
最
古

の
お
茶
伝
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
発
起
人
・
堀
井
美
香

氏
）
に
よ
り
、
山
麓
の
里
坊

に
て
摘
ま
れ
た
茶
葉
を
中
国

唐
時
代
の
製
法
を
用
い
て
再

現
し
た
「
坂
本
餅
茶
」
が
奉

納
さ
れ
、
唐
風
の
朝
服
に
身

を
包
ん
だ
女
性
に
よ
り
大
師

へ
と
献
じ
ら
れ
た
。

唐代の献茶を再現

元三大師堂
慈恵大師御影供を厳修
春の横川に声明響く

「
比
叡
山
に
龍
が
舞
う
」奉
納
記
念
展
覧
会

4
月
24
日（
月
）〜
5
月
14
日（
日
）ま
で
開
催

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、「
夢
が
か
な
う
」

龍
を
画
題
に
活
動
を
続
け

る
水
墨
画
家
塩
谷
榮
一
氏
の

奉
納
記
念
展
覧
会
「
比
叡
山

に
龍
が
舞
う
」
が
、
比
叡
山

に
龍
が
舞
う
実
行
委
員
会

（
國
松
善
次
実
行
委
員
長
）

主
催
の
も
と
、
４
月
２４
日
よ

り
比
叡
山
国
宝
殿
で
始
ま
っ

た
。こ

れ
は
、
塩
谷

氏
が
コ
ロ
ナ
禍
の

３
年
間
で
描
き
上

げ
た
龍
の
絵
画
作

品
を
約
３０
点
あ
ま

り
展
覧
す
る
も
の

で
、
同
時
に
４
㍍

に
も
な
る
「
一
隅

を
照
ら
す
三
体
の

龍
」
と
題
し
た
作

品
が
延
暦
寺
に
奉

納
さ
れ
た
。

「
三
」
は
仏
教

に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持

つ
数
字
と
さ
れ
、
そ
の
上
で

安
定
の
概
念
を
持
つ
こ
と
か

ら
、
奉
納
さ
れ
た
三
つ
の
作

品
は
、
コ
ロ
ナ
や
戦
争
で
不

安
定
に
な
っ
て
い
る
世
の
中

の
安
定
へ
の
希
望
を
表
し
、

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

展
覧
会
を
前
に
２３
日
午
後

２
時
３０
分
よ
り
内
覧
会
が
執

り
行
わ
れ
、
多
く
の
関
係
者

が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
。

午
前
中
に
行
わ
れ
た
祝
賀
会

に
お
い
て
塩
谷
氏
は
「
子
供

の
頃
に
安
土
市
か
ら
西
の
方

角
の
比
叡
山
を
仰
ぎ
、
京
都

で
の
修
行
中
に
は
東
の
方
角

開催を喜ぶ塩谷氏（右から３人目）

国宝殿

の
比
叡
山
を
い
つ
も
拝
ん
で

い
た
。
比
叡
山
に
龍
の
絵
を

奉
納
す
る
の
が
夢
だ
っ
た
。

夢
が
か
な
っ
て
あ
り
が
た

い
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
語

っ
た
。

展
覧
会
は
国
宝
殿
３
階
研

修
室
に
て
５
月
１４
日
（
日
）

ま
で
開
催
さ
れ
る
。

（
国
宝
殿
へ
は
別
途
拝
観
料

が
必
要
で
す
）。





日本最古のお茶伝承プロジェクト ～比叡山に伝教大師が伝えたお茶～ 

八十八夜茶摘み＆唐代「坂本餅茶」づくりイベント 

開催のお知らせ 2024 年 5 月 1日㈬ 

 

茶の新芽が生き生きと伸びる五月、伝教大師最澄さまが唐より持ち帰られた茶の種子を起源とする茶樹が今も伝

えられる日吉茶園にて、八十八夜に開催される「茶摘祭」（日吉大社神事）に合わせて、坂本地区の茶樹から茶摘

みをし、その茶葉を中国唐代の製茶方法でお茶をつくるイベントのご案内です。完成した「坂本餅茶」は、今年

も延暦寺および日吉大社に奉納させていただきます。また、10 月 26 日（予定）日吉大社にてお披露目の茶会を

開催いたします。広く企画の趣旨にご賛同くださる方々に、ご参加いただければ幸いです。 

 

「日本最古のお茶伝承プロジェクト」は、2021 年より茶樹資源の保存と文化的活用を目的に、坂本地区の茶樹の

分布や日吉茶園の歴史的な資料を調査してまいりました。2022 年に「坂本餅茶」の復元、延暦寺および日吉大社

への奉納、第１回・唐風茶会とパネル展の開催を実現し、今年は３回目の開催となります。                                                     

 

茶摘みイベント詳細 

【開催日】 2024 年 5月 1日㈬ （悪天候中止） 

【集合】  京阪電鉄・坂本比叡山口広場 9 時 15分 

【タイムスケジュール】 

  9：30～10：30 茶摘祭に参列 ＠日吉茶園 

 10：30～12：00 坂本地区にて茶摘み 

 12：00～13：30 休憩 

 13：30～15：30 「坂本餅茶」づくり  

         ＠日吉大社（坂本 5 丁目 1－1） 

【参加費】無料 ＊日吉大社入苑協賛金￥500 別途 

【募集】20 名 

 

■ご協力：（敬称略） 

延暦寺里坊、日吉大社、煎茶道黄檗売茶流、 

うえだ土産物店、日吉そば、信楽町茶業協会、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加申し込み】 

 お申込者の氏名、参加人数、お電話番号（緊急の連 

 絡用）をご記入の上 eizansakamotocha@gmail.com

（日本最古のお茶伝承プロジェクト事務局）まで 

お申込みください。 

 

 下記 QR コード読み込みで簡単申込  

申込期限：2024 年 4 月 24 日 

＊定員になり次第締め切り 

イベント運営：日本最古のお

茶伝承プロジェクト事務局 

 

 

滋賀県茶業指導所 他 

 再現した「坂本餅茶」  



唐風茶宴＿坂本餅茶披露＿ 白山宮拝殿 

13：00～16：00 

（プロジェクト協賛料￥1000・予約不要、当日受付） 

重要文化財の白山宮拝殿にて、坂本餅茶を煎じます。 

お茶が坂本に伝来した当時の風情をお楽しみくださ

い。（お茶とお菓子、各回 20 名）〇第 1回：13：00～ 

〇第 2回：14：00～ 〇第３回：15：00～ 

 

 

 

 

 

 

琵琶湖の南西岸に位置する滋賀県大津市坂本は、世界文化遺産・比叡山延暦寺の里坊があるまち。そして延暦寺

の守護神である、日吉大社の門前町でもあり、穴太衆積みの石垣が美しいまちの景観と、そこにお茶の木がたく

さんあることに気づきます。延暦寺を創建された伝教大師・最澄様が、約 1200 年前に中国から伝えた茶の種子

を植えたとされる「日吉茶園」には、今なお茶の若葉が茂り大切に守られています。 

私たちのプロジェクトでは、坂本の地に根付く茶文化を後世に継承し、貴重な茶樹資源を守ることを目的に活動

をしています。５月の八十八夜の日には、日吉茶園や坂本の茶の木から若葉を摘み、茶が坂本に伝来した当時の

中国で主流のお茶（餅茶）を作っています。来る日吉大社献茶祭において、その「坂本餅茶」を皆様にお披露目

をしたく、ご案内を申し上げます。多くの方々に、坂本のお茶を味わっていただければ幸いです。 

（日本最古のお茶伝承プロジェクト・発起人 堀井美香） 

 

 

 

 

 

 

献茶式    西本宮 

煎茶道黄檗売茶流家元による献茶が西本宮拝殿にて

執り行われます。ご希望者は参列可能ですので 10：45

までに参集殿前にお越しください。 

「坂本餅茶」も神前にお供えいたします。 

10：30～    受付（参集所前） 

 11：00～12：00 献茶式（西本宮） 

 

黄檗売茶流煎茶席    日吉会館 

12：00～16：00 （茶席無料・予約不要） 

煎茶道の美しいお手前で玉露とお菓子をお楽しみく

ださい。正座をしない立礼のスタイルですので、膝や

脚を気にすることなく茶席をお楽しみいただけます。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂本餅茶パネル展   日吉会館 

12：00～16：00  

（無料・お好きな時間にご観覧ください） 

日吉会館にて、茶摘みと「坂本餅茶」製茶の様子

をパネルにして展示いたします。 

 

献 茶 祭   ～プログラム～ 

へい

茶
ちゃ

中国唐代のお茶を再現

した「坂本餅
へ い

茶
ち ゃ

」 

比叡山延暦寺及び、日吉

大社へ奉納いたしました！ 

【開催日】 2023 年 10月 21日㈯ 【時間】  11：00～16：00ごろ 

【場所】  日吉大社 大津市坂本五丁目 1-1 

入苑協賛料￥500 を西受付（お車の方は東受付）にてお納めください。 

日本最古のお茶伝承プロジェクト ～比叡山に伝教大師が伝えたお茶～ 

第 2回



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊唐風茶宴と煎茶席にご参加の方は 

 各会場へ直接お越しください。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日吉大社境内のご案内 

 
黄檗売茶流・煎茶席 

坂本餅茶パネル展 

 
白山宮拝殿 

唐風茶宴 
 

献
茶
式 

WEBサイトはこちらから ⇒ 

 献茶式受付 日吉大社 大津市坂本五丁目 1-1 

入苑協賛料￥500を西受付（お車の方は 

東受付）にてお納めください。 

「日本最古のお茶伝承プロジェクト」活動のあゆみ

2020 年 12 月 チーム結成、調査開始 

2021 年 8 月 プロジェクト発足、名称の決定 

2022 年 5 月 八十八夜茶摘み 

＆「坂本餅茶」製茶イベント開催 

2022 年 6 月 比叡山延暦寺へ「坂本餅茶」奉納 

2022 年 7 月 活動報告会の開催 

2022 年 10 月 日吉大社へ奉納、献茶祭にて披露 

2023 年 ４月 四季講堂・慈恵大師御影供にて献茶 

2023 年 ５月 八十八夜茶摘み 

＆「坂本餅茶」製茶イベント開催 

2023 年 ５月 比叡山延暦寺へ「坂本餅茶」奉納 

【お問い合わせ】 

日本最古のお茶伝承プロジェクト  

＿＿事務局＆留香茶心＿＿ 

info@liuxiang-chaxin.com 

＿＿＿＿＿プロジェクトの活動内容＿＿＿＿＿ 

A) 茶樹資源の保護   

・里坊、坂本エリアの茶樹調査と里坊への協力要請、

保存活動、チャノキ・マップ作成 

・比叡山山麓の茶樹（放棄茶園を含む）の調査 

・遺伝子的調査の整理と検討 

B) 茶文化伝承と地域活性への貢献 

・日吉茶園、比叡山での飲茶文化等、歴史資料の整理 

・茶園コミュニティー 

茶樹の管理や茶文化を体験できる場所をつくり、

広く一般に参加できる地域の活動として根ざすこ

とを目標にします。 

・茶文化講 

坂本の魅力を再発掘できるような、講座や学びの

会を設け、広く一般の方や学生に向けて発信して

いきます。 

「献茶祭」は煎茶道黄檗売茶流が主催し、「坂本餅茶」お披露目会は、日吉大社及び黄檗売茶流のご協力によ

り「日本最古のお茶伝承プロジェクト」が企画いたしました。唐風茶宴は、NPO 法人中国茶文化協会後援（会

員カード提示で、唐風茶宴へのご優待あり）、中国茶サロン・留香茶心の協賛により実施いたします。 

お問い合わせは       info@liuxiang-chaxin.com /📞080-2402-0531（堀井） まで！ 

mailto:info@liuxiang-chaxin.com　/📞080-2402-0531


日本最古のお茶伝承プロジェクト ～比叡山に伝教大師が伝えたお茶～ 

八十八夜茶摘み＆唐代「坂本餅茶」づくりイベント 

開催のお知らせ 2023 年 5 月 2日㈫ 

 

茶の新芽が生き生きと伸びる五月、日本最古の茶園として守られてきました日吉茶園にて、八十八夜に開催され

る「茶摘祭」（日吉大社神事）に合わせて、坂本地区の茶樹から茶摘みをし、その茶葉を中国唐代の製茶方法でお

茶をつくるイベントのご案内です。完成した「坂本餅茶」は、今年も延暦寺および日吉大社に奉納させていただ

きます。また、10 月 21 日（予定）日吉大社にてお披露目の茶会を開催いたします。広く企画の趣旨にご賛同く

ださる方々に、ご参加いただければ幸いです。 

 

「日本最古のお茶伝承プロジェクト」は、2021 年より茶樹資源の保存と文化的活用を目的に、坂本地区の茶樹の

分布や日吉茶園の歴史的な資料を調査してまいりました。2022 年には、「坂本餅茶」の復元、延暦寺および日吉

大社への奉納、第１回・唐風茶会とパネル展の開催を実現いたしました。                                                     

 

茶摘みイベント詳細 

【開催日】 2023 年 5月 2日㈫ （悪天候中止） 

【集合】  京阪電鉄・坂本比叡山口広場 9 時 15分 

【タイムスケジュール】 

  9：30～10：30 茶摘祭に参加 ＠日吉茶園 

 10：30～12：00 坂本地区にて茶摘み 

 12：00～13：30 休憩 

 13：30～15：30 唐代「餅茶」づくり  

         ＠龍禅院（坂本 3 丁目 21－32） 

【参加費】 無料 

【募集】20 名 

 

ご協力：（敬称略） 

延暦寺里坊、日吉大社、煎茶道黄檗売茶流、 

うえだ土産物店、日吉そば、信楽町茶業協会 他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加申し込み】日本最古のお茶伝承プロジェクト 

 事務局（LiuXiang 茶心・堀井）へメールにて 

 お申込者の氏名、参加人数、お電話番号（緊急の連 

 絡用）を記入の上 info@liuxiang-chaxin.com まで 

 お申込みください。 

 

 下記 QR コード読み込みで簡単申込  

申込期限：2023 年 4 月 30 日 

＊定員になり次第締め切り 

イベント運営：日本最古のお

茶伝承プロジェクト事務局 

 

 再現した「坂本餅茶」  

mailto:info@liuxiang-chaxin.com


 

琵琶湖の南西岸に位置する滋賀県大津市坂本は、世界文化遺産・比叡山延暦寺の里坊があるまち。そして延暦寺

の守護神である、日吉大社の門前町でもあります。古代からの風習が日々の生活に今なお息づく比叡山坂本を訪

れると、穴太衆積みの石垣が美しいまちの景観と、そこにお茶の木がたくさんあることに気づきます。 

延暦寺を創建された伝教大師・最澄様が、約 1200 年前に中国から伝えた茶の種子を植えたとされる「日吉茶園」

には、今なお茶の若葉が茂り大切に守られています。 

私たちのプロジェクトでは、坂本の地に根付く茶文化を後世に継承し、貴重な茶樹資源を守ることを目的に活動

をしています。本年５月の八十八夜の日には、日吉茶園や坂本の茶の木から若葉を摘み、茶が坂本に伝来した当

時の中国で主流のお茶（餅茶）を作り上げました。来る日吉大社献茶祭において、その「坂本餅茶」を皆様にお

披露目をしたく、ご案内を申し上げます。多くの方々に、坂本のお茶を味わっていただければ幸いです。 

（日本最古のお茶伝承プロジェクト・発起人 堀井美香） 

献茶式 西本宮 

煎茶道黄檗売茶流家元による献茶が西本宮拝殿にて

執り行われます。ご希望者は参列可能ですので 10：45

までに参集殿前にお越しください。 

「坂本餅茶」も神前にお供えいたします。 

10：30～    受付（参集殿前） 

11：00～12：00 献茶式（西本宮） 

黄檗売茶流煎茶席 日吉会館

12：00～16：00 （茶席無料・予約不要） 

美しいお手前で玉露とお菓子をお楽しみください。 

唐風茶会 白山宮拝殿 

12：45～16：15（茶席は事前予約のみ・限定３０名） 

重要文化財の白山宮拝殿にて、坂本餅茶を煎じます。 

お茶が坂本に伝来した当時の風情をお楽しみくださ

い。 

 坂本餅茶パネル展と呈茶 参集殿 

12：00～16：00  

（無料・お好きな時間にご観覧ください） 

参集殿にて、茶摘みと「坂本餅茶」製茶の様子をパネル

にして展示いたします。合わせて、中国唐代の宮殿にて

使用の貴重な銀器茶具の再現品なども展示します。 

坂本餅茶をご試飲いただけます（中国茶とお菓子付）。 

予約は不要です。ご希望者に随時お出しします。 

献 茶 祭  ～プログラム～

中国唐代のお茶を再

現した「坂本餅
へ い

茶
ち ゃ

」 

比叡山延暦寺へご奉

納いたしました！ 

【開催日】 2022 年 10月 22日㈯ 【時間】  11：00～16：00ごろ 

【場所】  日吉大社 大津市坂本五丁目 1-1 

入苑料￥300 を西受付（お車の方は東受付）にてお納めください。 

日本最古のお茶伝承プロジェクト ～比叡山に伝教大師が伝えたお茶～ 

中国唐代宮廷茶具 

（銀鍍金茶碾） 

＊写真は唐皇帝からの

贈り物展 図録より 

お問い合わせは 中国茶サロン・留香茶心 

080-2402-0531（堀井）まで



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日吉大社境内のご案内 

 
黄檗売茶流 

煎茶席 

 
白山宮拝殿 

唐風茶会 
 

献
茶
式 

 
「坂本餅茶」 

パネル展＆呈茶 

WEBサイトはこちらから ⇒ 

 献茶式＆茶会受付 日吉大社 大津市坂本五丁目 1-1 

入苑料￥300を西受付（お車の方は 

東受付）にてお納めください。 

2020 年 12 月 チーム結成、調査開始 

2021 年 8 月 プロジェクト発足、名称の決定 

2022 年 4 月 滋賀県知事より活動のご公認 

2022 年 5 月 八十八夜茶摘み 

＆「坂本餅茶」製茶イベント開催 

2022 年 6 月 比叡山延暦寺へ「坂本餅茶」奉納 

2022 年 7 月 活動報告会の開催 

2022 年 10 月 献茶祭への参加 

プロジェクトの活動内容 

A) 茶樹資源の保護   

・里坊、坂本エリアの茶樹調査と里坊への協力要請、

保存活動、チャノキ・マップ作成 

・比叡山山麓の茶樹（放棄茶園を含む）の調査 

・遺伝子的調査の整理と検討 

【お問い合わせ】 

日本最古のお茶伝承プロジェクト  

＿＿事務局＆留香茶心＿＿ 

info@liuxiang-chaxin.com 

B) 茶文化伝承と地域活性への貢献 

・日吉茶園、比叡山での飲茶文化等、歴史資料の整理 

・茶園コミュニティー 

茶樹の管理や茶文化を体験できる場所をつくり、

広く一般に参加できる地域の活動として根ざすこ

とを目標にします。 

・茶文化講 

坂本の魅力を再発掘できるような、講座や学びの

会を設け、広く一般の方や学生に向けて発信して

いきます。 

「献茶祭」は煎茶道黄檗売茶流が主催し、「坂本餅茶」お披露目会は、日吉大社及び黄檗売茶流のご協力によ

り「日本最古のお茶伝承プロジェクト」が企画いたしました。唐風茶会及び呈茶は、中国茶サロン・留香茶心

の協賛により実施いたします。お問い合わせは       info@liuxiang-chaxin.com /📞080-2402-0531 まで 

mailto:info@liuxiang-chaxin.com　/📞080-2402-0531


日本最古のお茶伝承プロジェクト ～比叡山に伝教大師が伝えたお茶～ 

“坂本茶”復活に向けて 

八十八夜茶摘み＆唐代「餅茶」づくりイベント 

開催のお知らせ 2022 年 5 月 2日㈪ 

 

大僧都永忠様や伝教大師最澄様により唐代の中国より、9 世紀初頭（平安時代）の日本に茶とその喫茶法が伝え

られ、比叡山麓で茶樹の栽培が始められ、坂本地区には今なお、多くの茶樹が残っています。 

これらの茶樹資源の保存と文化的活用を目的に、2021 年より「日本最古のお茶伝承プロジェクト」を立ち上げ、

坂本地区の茶樹の分布や、日吉茶園の歴史的な資料を調査してまいりました。 

 

茶の新芽が生き生きと伸びる五月、日本最古の茶園として守られてきました日吉茶園にて、八十八夜に開催され

る「茶摘祭」（日吉大社神事）に合わせて、坂本地区の茶樹から茶摘みをし、その茶葉を中国唐代の製茶方法でお

茶をつくるイベントを企画いたしました。 

広く企画の趣旨にご賛同くださる方々に、ご参加いただければ幸いです。 

 

茶摘みイベント詳細 

【開催日】 2022 年 5月 2日㈪ （悪天候中止） 

【集合】  京阪電鉄・坂本比叡山口広場 9 時 15分 

【タイムスケジュール】 

  9：30  茶摘祭に参加 ＠日吉茶園 

 10：00～12：00 坂本地区を散策しながら茶摘み 

 12：00～13：30 休憩 

 13：30～15：00 唐代「餅茶」づくり  

         ＠龍禅院（坂本 3 丁目 21－32） 

【参加費】 無料 

【定員】20 名 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力：延暦寺里坊、日吉大社、煎茶道黄檗売茶流、

うえだ土産物店、近江の茶研究会、湯浅薫様（茶文化

研究家）他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加申し込み】日本最古のお茶伝承プロジェクト 

 事務局（LiuXiang 茶心・堀井）へメールにて 

 お申込者の氏名、参加人数、お電話番号（緊急の連 

 絡用）を記入の上 info@liuxiang-chaxin.com まで 

 お申込みください。 

 下記 QR コード読み込みで簡単申込  

申込期限：2022 年 4 月 30 日 

＊定員になり次第締め切り 

イベント運営：日本最古のお

茶伝承プロジェクト事務局 

 

 唐代の「餅茶」を再現  

mailto:info@liuxiang-chaxin.com



